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1 はじめに

「DMA設定ソフト（for DMA-T2X）」（以下、「本ソフト」と記載）は、DMA-T2Xの動作に必要な設定値

（以下、「パラメータ」と記載）を設定するためのアプリケーションソフトウェアです。

 本ソフトのインストーラは、弊社のホームページ（https://www.haneron.com/download/）（※会員登録制）よりダウンロードす

ることができます。

 本ソフト起動時の初期値パラメータ（メール通信用プロバイダ設定）は、NTTdocomoが提供しているmoperaU メールサー

バ用の内容となっております。

（※「アカウント」「パスワード」「メールアドレス」はお使いいただくユーザごとに異なるため、ご注意ください。）

 本ソフトを利用することで、DMA-T2Xのパラメータを容易に変更したり、パラメータをパソコンにファイルで保存したりする

ことができます。

 本ソフトでファームウェアバージョン「4.00.0」以降のDMA-T2Xの設定が可能です。また、「moperaU登録変更モード機能」

はファームウェアバージョン「4.08.0」以降の DMA-T2Xの設定が可能です。それ以前のバージョンにつきましては正常に

設定できませんので、ご注意ください。

 設定後は、必ず通信確認を実施してから現場に設置してください。

 各種情報の読み出しや DMA-T2X操作用のメンテナンス機能（「6.3項」参照）があります。

（※各種情報を読み出すことで、エラーが出て上手く通信できない場合などに原因調査の一助となります。）

 本書では、DMA-T2Xから相手先へ通報を開始するトリガとなった事象を「イベント」として記載します。

2 動作環境

設定ソフトは、以下の環境でご使用いただけます。

設定ソフトの動作環境 内容

対応 OS
Windows 10 (32ビット) Enterprise、Pro、Home

Windows 10 (64ビット) Pro

パソコン
本ソフトインストール先のハードディスク空き容量 4MB以上、

動作用にメモリ 1GB 以上推奨

ディスプレイ（モニタ） 解像度 1024×768ピクセル以上

入力装置 マウス、キーボード（※タッチパネル非対応）

その他

 「USB ケーブル（Aオス-miniBオス）のドライバソフト（メーカー提供の最新版）をインストールし

てください。

（※インストールしていない場合、正しく通信できないことがあります。）

 「USB ケーブル」接続時の COM番号が「COM17以降」であった場合は、「COM16以内」の番

号に変更してください。

（※「デバイスマネージャ」の「ポート（COMとLPT）」にある当該COM番号のプロパティを開き、

「ポートの設定」タブにある「詳細設定」の画面で変更できます。）

 本ソフト実行の際、万が一、ランタイムファイルの不足や未設定などを示す警告が発生した場

合は、インターネット上にある「Visual Basic 6.0 SP6 ランタイム」のファイルをインストールしてく

ださい。

ダウンロード先の例 （※インターネット上の公開先は複数あり）

http://www.vector.co.jp/soft/dl/win95/util/se342080.html
※「vb6rt340.exe」を実行して解凍し、解凍先フォルダ内に有る「setup.exe」を管理者権限で実行して

ください。

http://www.vector.co.jp/soft/dl/win95/util/se342080.html


DMA設定ソフト（for DMA-T2X）操作説明書

文書番号：18002Z006 （Page : 2/54）

パソコンから DMA-T2Xのパラメータ設定を行うために、USBケーブル（Aオス-miniBオス）を使用します。

№ 内 容 備 考

1

設定用 USBケーブル（Aオス-miniBオス）

本 USBケーブルは市販されております。

 USB コネクタ（Aオス）をパソコン側と接続します。

 USB コネクタ（miniBオス）を DMA-T2X と接続します。

2
ドライバのセットアップ用ファイル

CDM******_Setup.zip（FT232R用ドライバ）

 FTDI社の USB-Serial変換 IC用ドライバ。（「******」には

Version番号が入る）

ダウンロード先：http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm

 「Currently Supported VCP Drivers:」の「Comments」内にある

「setup executable」からダウンロード。

【インストール手順】

1） 「CDM******_Setup.zip」を解凍して、その中にある「CDM******_Setup.exe」を実行します。

2） インストーラーの指示に従ってインストール作業を進めてください。

3） インストール終了後、パソコンと DMA-T2X を USB ケーブル（A オス-miniB オス）で接続することで、自動的に COM

ポートが追加されます。

本書では、「Microsoft Windows 10 Pro (64bit)」の画面例を元に説明しています。他の OS をご使用の場合や OSの設定に

より、画面表示が異なる場合があります。

また、本書内で示すソフトウェアの画面図(ポート番号やバージョン番号などを含む)は表示例であり、実際のものと異なる

場合があります。

（DMA-T2Xの側面にある USB コネクタ（miniBオス）部分に接続）

【注意事項】

ドライバの自動インストールを行うまでは、

USB ケーブルを接続しないでください。

http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm
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【COMポートの確認】

(1) スタートボタンを右クリックして表示されるリストから「デバイスマネージャ」を開く

 コントロールパネルの「システムとセキュリティ」－「システム」－「デバイスマネージャ」を選択

（上記以外の手順（※OSごとに異なる）でもデバイスマネージャを開けます。）

(2) 「ポート（COM と LPT）」にある「USB Serial Port (COM＊)」で COM番号（＊）を確認

本ソフトで利用可能な COM番号は「16」までとなります。

「COM17以降」であった場合は、「ポートの設定」タブ－「詳細設定...(A)」を選択し、「COM16以内」の番号に変更してくだ

さい。

本ソフトを実行する際、万が一、ランタイムファイルの不足や未設定などを示す警告が発生した場合は、インターネット上に

ある「Visual Basic 6.0 SP6 ランタイム」のファイルをインストールしてください。

（インターネット上に公開されているランタイムファイル集は幾つかあります。）

ダウンロード先の例 備 考

http://www.vector.co.jp/soft/dl/win95/util/se342080.html

「vb6rt340.exe」を実行して解凍し、解凍

先フォルダ内に有る「setup.exe」を管理

者権限で実行

⇒ ※複数ある場合、対象

のメーカー名を確認※上記の「プロパティ」を表示した画面 ⇒

http://www.vector.co.jp/soft/dl/win95/util/se342080.html
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2.1 本ソフトのダウンロード

(1) 「Microsoft Edge」「Google Chrome」などのブラウザソフトで当社のホームページを表示します。

当社ホームページの URLは「http://www.haneron.com/」です。

(2) トップページの「ダウンロード会員登録」をクリックします。

過去にダウンロード会員登録していただいたお客様は再登録の必要はありませんので、手順(5)まで進んで

ください。

会員登録時のユーザ名（ID）、パスワードを紛失された場合は、再度会員登録してください。

(3) 会員登録フォーム選択画面でSSL対応・非対応のいずれかを選択すると、「ダウンロード会員登録フォーム」が

表示されますので、フォーム内の必須項目を入力して「送信」をクリックします。

クリックする

クリックする

必須項目を入力する

http://www.haneron.com/
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(4) 入力確認画面で入力内容を確認後、「送信する」をクリックすると、入力したメールアドレス宛てにユーザ名

（ID）とパスワードを記載したメールが届きます。

メールに記載されたユーザ名（ID）とパスワードは、ダウンロードページにログインするために必要になりますので、こ

のメールを紛失しないようにご注意ください。

いつまで待ってもメールが届かない場合、迷惑メールと判定されている可能性があります。

以下の送信元メールアドレスと件名で送信していますので、迷惑メールと判定されていないかどうかご確認くださ

い。

・ 送信元メールアドレス 「electric_sales@haneron.co.jp」

・ 件名 「ダウンロード会員登録完了（控え）」

(5) トップページの「ダウンロード」をクリックします。

(6) ダウンロード会員ログイン画面で、手順④で取得したユーザ名（ID）とパスワードを入力して「ログイン」をクリッ

クします。

(7) 入力したユーザ名（ID）とパスワードが正しければダウンロード画面に移動しますので、ダウンロード一覧の中

から「DMA-T2X」（本機）の「設定ソフト」を探してダウンロードします。

ダウンロードしたファイル「DMA-T2X_SS_setup.exe」は設定ソフトのインストールに使用しますので、ファイル(インス

トーラ)の保存した場所を確認しておいてください。

クリックする

クリックする

ユーザ名（ID）とパスワードを入力する
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2.2 本ソフトのインストール

(1) ダウンロードしたインストーラ「DMA-T2X_SS_setup.exe」を PCのデスクトップ上にコピーします。

(2) インストーラを選択し、右クリックしてください。

互換モードの「互換性モードでこのプログラムを実行する」にチェックを入れ、「Windows7」を選択します。

続けて設定の「管理者としてこのプログラムを実行する」にチェックを入れ、最後に OKを押します。
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(3) インストーラを選択し、クリックしてください。

(4) 画面を確認し、「次へ ＞」のボタンを押してください。

(5) 「完了」を押して、ＰＣを再起動してください。

デスクトップ上に下記のアイコンが現れたら、インストール成功です。
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2.3 本ソフトの実行時エラー対策

インストールされるPCのOS環境や、セキュリテ設定などの原因により、稀ではありますが、本ソフト実行時に「実行時エラー」

が発生することが報告されています。

本エラーが発生した場合は、下記の手順でエラーの解消をお試しいただきますようお願いします。

(1) インストールされたプロジェクタフォルダ（C:¥Program Files¥DMAWorld¥DMA-T2X）を開いてください。

(2) readme_win10.txt を 「メモ帳」などで開いてください。

(3) readme_win10.txtに記載している ステップ 1～ステップ 8まで実行してください。

(4) PCを再起動してください。



DMA設定ソフト（for DMA-T2X）操作説明書

文書番号：18002Z006 （Page : 9/54）

3 本ソフトの起動手順

インストール後、以下の手順で本ソフトを起動してください。

(1) タスクバーのスタートボタン（デスクトップ画面左下）をクリックします。

(2) プログラムメニュー内の「DMAWorld」をクリックします。

(3) 「DMAWorld」メニュー内の「DMA設定ソフト（for DMA-T2X）」をクリックします。

(4) 「DMA設定ソフト（for DMA-T2X）」メニュー内の「DMA設定ソフト（for DMA-T2X）」をクリックします。

4 DMA-T2Xの接続／設定／起動方法

(1) 本ソフトを使用して DMA-T2X と通信操作（パラメータの読み込み、書き込みなど）を行う場合、

パソコンと DMA-T2Xを下図のように接続/設定してください。

パソコン
DMA-T2X

USB コネクタ(miniBオス)

電源

USB ケーブル(A オス-miniB オス)

テスト

USB コネクタ(Aオス)

(2) 接続/設定が終わった後、DMA-T2Xの「テスト」キーを押したままで電源を供給してください。

(3) DMA-T2Xのモニタ窓の機器状態（CONDITIONS）LEDが橙色に点滅していることを確認してから、

「テスト」キーを離します。この状態で、本ソフトを使用して通信操作を行ってください。

なお、パソコンのシリアルポートの通信速度は設定ソフトによって自動的に設定されるため、特に設定する必要はありませ

ん。

DMA-T2X との通信操作中にパソコン上でシリアルポートを使用する他のソフトウェア（Tera Term等）が起動していますと、

シリアルポートが競合して通信エラーが発生することがあります。

設定ソフトの使用中（シリアルポ－トを選択済状態）は、選択された同一のシリアルポ－トを使用する他のソフトウェアを起

動しないようにしてください。
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5 パラメータの新規作成 （通信サービス／接続情報／メールアカウント設定ウィザード）

5.1 使用する通信サービスを選択する

本ソフトをインストール後、初めて起動した際、および後述するメイン画面で「新規にパラメータを作成する」を選択した際、

下図の「新規作成画面」が表示されます。

最初に「1.通信サービス」の選択画面が表示されますので、DMA-T2X がメールの送受信を行う際に使用する通信サービ

スが moperaUであることを確認して「次へ＞」ボタンをクリックしてください。

画面左下の「起動時にこの画面を表示する」にチェックを付けておくと、次回の本ソフト起動時にもこの画面が表示されます。

起動時に表示する必要が無い場合、チェックを外しておいて下さい。

途中で設定をやめる場合、上記の画面の「キャンセル」ボタン、または画面右上の「Ｘ」ボタンをクリックする事で、設定を中

止してメイン画面に移動します。

新規作成画面を使用して作成したパラメータは後ほど設定画面で変更する事が出来ますので、まだ決まっていない項目や、

よく分からない項目がありましたら、未入力のまま「次へ＞」ボタンをクリックして先に進んでも構いません。

また、moperaU以外の通信サービスを設定したい場合は弊社の営業窓口までお問い合わせください。
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5.2 サーバーの接続情報を入力する

使用する通信サービスを選択すると、「2.接続情報」の入力画面が表示されますので、接続に必要な情報を入力して「次へ

＞」ボタンをクリックしてください。

以下の画面が表示されます。

moperaU初期登録時に取得した「基本メールアドレス」、「基本情報 ID」、「基本情報パスワード」を入力してください。
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5.3 メール設定を入力する

接続情報を入力すると、「3.メール設定」の入力画面が表示されますので、DMA-T2X からメールを送信する相手のメール

アドレスと、DMA-T2Xがメール受信を実施する条件を入力して「次へ＞」ボタンをクリックしてください。
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5.4 設定を完了する

メール設定を入力すると、「4．設定完了」画面が表示されます。

ここで「完了」ボタンをクリックすると、設定を完了してメイン画面に移動します。

この時点で、後述する設定画面のうち、「接続設定」、メール通信設定の中にある「プライマリ設定／セカンダリ設定／ター

ナリ設定」、「POPサーバー設定」、「SMTPサーバー設定」について、接続に必要なパラメータが入力された状態になっていま

す。

引き続き、設定メニューから DMA-T2Xの本体動作、アナログ入力、接点入力の設定を行なってください。
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6 画面説明

6.1 メイン画面

新規作成画面終了後、もしくは新規作成画面の「起動時にこの画面を表示する」にチェックを付けずに本ソフトを起動した

際、最初に表示される画面です。

この画面で、「詳細なパラメータの設定」、「パラメータ作成方法の選択」、「DMA-T2Xに保存されたパラメータの読み込み

／書き込み」、「パラメータ保存方法の選択」などの操作を行います。

※「4. DMA-T2Xの接続／設定／起動方法」項にある手順に基づいて起動・接続してある場合に、本ソフトは DMA-T2X

と通信できます。

編集モード

作成メニュー

保存メニュー

ツールバー

設定メニュー
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6.1.1 メニューバー

メニューバー内の項目をクリックすることで、以下の操作を行うことができます。

項目 内容

ファイル

新規作成 新規作成画面を使って基本的なパラメータを設定します。

開く パラメータを保存したファイルを開いて内容を読み込みます。

上書き保存

読み込んだファイル（保存済みパラメータ情報）に対して上書き保存し

ます。

編集モードが「新規作成」、「DMA-T2X パラメータ読み込み」の場合

は、新しいファイルを作成して保存します。

名前を付けて保存 新しいファイルを作成して、設定したパラメータを保存します。

終了

本ソフトを終了します。

※パラメータが変更されている場合、ソフトを終了する前に終了確認ダ

イアログを表示します。

通信

パラメータ読み込み

（※1）
DMA-T2Xからパラメータを読み込みます。

パラメータ書き込み DMA-T2Xに対し、設定したパラメータを書き込みます。

メンテナンス

（※1）

現在入力値読み込み
DMA-T2Xの現在入力値/動作状態（モード/警報情報）を読み出して表

示します。

システムログ読み込み DMA-T2Xのシステムログを読み出して表示します。

日時情報設定 DMA-T2Xの時計情報を読み書きできます。

パラメータ初期化 DMA-T2Xのパラメータを工場出荷時の状態に戻します。

パルス入力カウント変更 DMA-T2Xのパルス入力カウントの初期値を変更します。

本体再起動 DMA-T2Xを再起動させます。

moperaU登録変更 DMA-T2Xの moperaU登録変更モードを起動します。

本体FWバージョンアップ DMA-T2Xの本体ファームウェアをバージョンアップさせます。

UIMカード電話番号読み

込み
DMA-T2Xの UIMカード電話番号を読み出して表示します。

シリアル

ポート選択

使用中ポート

読み込み

パソコンのシリアルポートの中から使用可能なポート番号を読み込み、

DMA-T2X と接続するポートを選択します。

（※本ソフトが扱えるポート番号の上限は 16です。）

（※「初めて使用するとき」「USB通信ケーブルを変更したとき」は、選択

操作しないと DMA-T2X と通信できません。）

情報 バージョン情報 本ソフトのバージョン情報をダイアログで表示します。

※1 一部のメンテナンス操作については、DMA-T2Xを通常起動させた状態（運用中）でもご利用いただけます。

（エラーが発生して上手く通信できない場合、原因を特定するヒントを得るために例えばシステムログなどを読み出

します。）

メニューバー
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6.1.2 ツールバー

ツールバー内のアイコンをクリックすると、以下の操作を行います。

アイコン 名称 内容

新規にパラメータを作成する
新規作成画面を使ってパラメータを設定します。

（※「5項」参照）

保存したファイルを開く パラメータを保存してあるファイルを開き、内容を読み込みます。

ファイルに上書き保存する

読み込んだファイル（保存済みパラメータ情報）に対して上書き保

存します。

編集モードが「新規作成」、「パラメータ読み込み」の場合は、新し

いファイルを作成して保存します。

DMAからパラメータを読み込む DMA-T2Xからパラメータを読み込みます。

DMAにパラメータを書き込む DMA-T2Xに対し、設定したパラメータを書き込みます。
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6.1.3 設定メニュー

詳細なパラメータ設定を行う項目（画面）を選択します。

 設定メニュー内の項目をクリックすると、画面右側の表示が切り替わり、選択した項目の設定画面が表示されます。

設定画面ごとの設定項目（内容）については、「6.2項」からの説明を参照してください。

 設定メニューの先頭にある「(新規作成)」をクリックすると、画面右側に「作成メニュー」と「保存メニュー」が表示されま

す。（下記画面参照）

（作成メニュー／保存メニューを表示した時）

（設定項目選択に伴う設定画面を表示した時の例）
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6.1.4 編集モード

現在の編集モードを表示します。

 作成メニューから選択した編集方法によって、以下のように表示が切り替わります。

（新規作成時）

（保存したファイルを読み込んだ時）

（DMA-T2Xからパラメータを読み込んだ時）

 設定画面でパラメータの設定値を変更した場合、編集モード右側の「変更なし」の表示が「変更あり」に切り替わります。

（パラメータ設定値が変更された時）
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6.1.5 作成メニュー

パラメータ設定を行う際、元になる設定値の作成方法を選択します。

名称 内容

新規にパラメータを作成する 新規作成画面を用いて、基本的なパラメータ設定から開始します。

保存したファイルを開く パラメータを保存してあるファイルを開き、内容を読み込みます。

パラメータを読み込む DMA-T2Xからパラメータを読み込みます。

6.1.6 保存メニュー

設定したパラメータをファイル、または DMA-T2Xに保存する方法を選択します。

名称 内容

ファイルに上書き保存する

読み込んだファイル（保存済みパラメータ情報）に対して、設

定したパラメータ内容を上書き保存します。

編集モードが「新規作成」、「パラメータ読み込み」の場合は、

新しいファイルを作成して保存します。

名前を付けてファイルに保存する 新しいファイルを作成して、設定したパラメータを保存します。

パラメータを書き込む DMA-T2Xに対して、設定したパラメータを書き込みます。
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6.2 設定画面

6.2.1 接続設定

設定メニューの「接続」をクリックすると表示される画面です。

 「接続失敗時リトライ」「リトライアウト判定時間」など、接続動作全般に関するパラメータを設定します。

名称（初期値） 内容

接続失敗時リトライ（3回） 回線接続や通信失敗時のリトライ回数を設定します。

タイムアウト判定時間（1分）
ダイヤルアップ接続時、サーバー接続時、および通信時にサーバーからの

応答が無い場合にタイムアウトエラーと判定するまでの時間を設定します。

通信種別(メール)
DMA-T2Xが通信方式がメールのみとなっています。

※明示するため表示しています。

常時接続 APN情報

（mopera.net）

LTE網への常時接続に使用する APN情報を設定します。

※半角英数字、「-」、「.」（ピリオド）のみ使用可能です。

※初期値をそのままご使用ください。

常時接続認証方式（CHAP）
回線常時接続時の認証方式を選択します。

※初期値をそのままご使用ください。

常時接続ユーザー名（a）
回線常時接続時に認証を実施する場合のユーザー名を設定します。

※初期値をそのままご使用ください。

常時接続パスワード（b）
回線常時接続時に認証を実施する場合のパスワードを設定します。

※初期値をそのままご使用ください。
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6.2.1.1 プライマリ／セカンダリ／ターナリ設定

メール通信用プロバイダとして最大 3 ヶ所まで設定できますが、通常は「プライマリ設定」（1 ヶ所）に

設定してご利用ください。

接続設定を選択した際、設定メニューの「プライマリ設定」「セカンダリ設定」「ターナリ設定」の何れかをクリックする

と表示される画面です。

 メール送信するための接続先の APNや接続認証の方式など、回線接続に必要となるパラメータを設定します。

名称（初期値） 内容

送信元メールアドレス（空白）

DMA-T2Xのメールアドレスを設定します。「xxx@yyy.zz」のようなメール

アドレス形式で入力してください。

※このアドレスは moperaU契約時の基本メールアドレスとなります。

※端末ごとにメールアドレスが重ならないように設定してください。

自己 IPアドレス（0.0.0.0） DMA-T2Xの IPアドレスを設定します。※「0.0.0.0」としてください。

接続先 APN情（mopera.net）
メール回線接続時の認証方式を選択します。

※初期値をそのままご使用ください。

接続認証方式（CHAP）
メール回線接続時に認証を実施する場合のユーザー名を設定します。

※初期値をそのままご使用ください。

ユーザー名（a）
メール回線接続時に認証を実施する場合のパスワードを設定します。

※初期値をそのままご使用ください。

パスワード（b）
メール回線接続時の認証方式を選択します。

※初期値をそのままご使用ください。

DNSサーバー（自動取得）

DNS サーバーの IP アドレスを通信網への接続時に自動的に取得する

か、指定した IPアドレスを使用するか選択します。※初期値をそのままご

使用ください。
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6.2.1.1.1 送信（SMTP）サーバー設定

「プライマリ」を選択した後、設定メニューの「送信（SMTP）サーバー」をクリックすると表示される画面です。

 メール送信に使用する送信（SMTP）サーバーのパラメータを設定します。

名称（初期値） 内容

IPアドレス／ドメイン名

（mail.mopera.net）

送信（SMTP）サーバーの IPアドレス、またはドメイン名を設定します。

※初期値をそのままご使用ください。

接続先ポート番号（587）
送信（SMTP）サーバーのポート番号を設定します。

※初期値をそのままご使用ください。

SMTP認証（実施する）
送信（SMTP）時認証のするしないを設定します。

※初期値をそのままご使用ください。

SMTP認証アカント名

（AuthUser）

送信（SMTP）時に認証を実施する場合のアカント名を設定します。

※このアカント名は moperaU契約時の基本 ID となります。

SMTP認証パスワード

（********）

送信（SMTP）時に認証を実施する場合のパスワードを設定します。

※このアカント名は moperaU契約時の基本 IDのパスワードとなります。

POP before SMTP

(実施しない)

送信（SMTP）時に POP(受信)サーバで認証が行われます。

※初期値をそのままご使用ください。
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6.2.1.1.2 受信（POP）サーバー設定

「プライマリ」を選択した後、設定メニューの「受信（POP）サーバー」をクリックすると表示される画面です。

 メール受信に使用する受信（POP3）サーバーのパラメータを設定します。

（※本画面の「アカウント名」「パスワード」は、「SMTP認証」方式で通信する際にも同じものを使用します。）

名称（初期値） 内容

IPアドレス／ドメイン名

（mail.mopera.net）

受信（POP3）サーバーの IPアドレス、またはドメイン名を設定します。

※初期値をそのままご使用ください。

接続先ポート番号（110）
受信（POP3）サーバーのポート番号を設定します。（通常：110番）

※初期値をそのままご使用ください。

POP認証アカウント名

（AuthUser）

受信（POP3）サーバーからメールを読み出すためのアカウント名を設定します。

※このアカント名は moperaU契約時の基本 ID となります。

POP認証パスワード

（********）

受信（POP3）サーバーからメールを読み出すためのパスワードを設定します。

※このパスワードは moperaU契約時の基本 IDのパスワードとなります。
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6.2.2 メール送信設定

設定メニューの「メール送信」をクリックすると表示される画面です。

 メール送信時の接続先（選択）と、メール送信先のアドレスリスト（№1～Max10まで）を設定します。

（※下記はアドレス帳の位置づけであり、イベントごとに送信先№を任意に選択してください。）

（※設定後は、対象のアドレスへメールが届くことを必ず動作確認してください。）

名称（初期値） 内容

接続プロバイダ選択

（プライマリを選択）

メール送信の際に接続する送信（SMTP）サーバーを選択します。

※初期値をそのままご使用ください。

送信先メールアドレス

（空白）

アドレス帳として、相手先メールアドレスを最大 10件まで設定できます。

※メール受信を行う場合、アドレス帳に登録された相手先から受信したメール

のみを有効なメールとして受け付けます。（ホワイトリスト機能）

登録外のアドレスから受信したメールは読み捨てます。
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6.2.3 メール受信設定

設定メニューの「メール受信」をクリックすると表示される画面です。

 メール受信の接続先（選択）と、受信方法の選択を行います。

（※設定後は、DMA-T2Xが制御メールを受信⇒返信できることを必ず動作確認してください。）

名称（初期値） 内容

受信サーバー選択

（プライマリを選択）

メール受信の際に接続する受信（POP）サーバーを選択します。

※初期値をそのままご使用ください。

送信後の受信処理

（送信後の受信を実施しない）

何らかのイベントが発生したメールを送信した後に、引き続きメール受信（新着

メール問合せ）を実施するかどうかを選択します。

※DMA-T2Xに制御メールを送信したい場合は必要に合せて設定してください。

定期的な受信処理

（定期的な受信を実施しない）

定期的にメール受信（新着メール問合せ）するかどうか選択します。定期的に受

信する場合は、実施間隔を設定します。

※DMA-T2Xに制御メールを送信したい場合は必要に合せて設定してください。

【DMA-T2X宛ての制御メールについて】

 DMA-T2X 宛てに送信するメールの本文（先頭行）に特定の文字列を入力することで、制御メールとして扱わ

れるようになります。

DMA-T2Xは受信した制御メールに対する結果を送信元へのみメール返信します。

 入力できる制御文字列として、「入力情報読出」「パラメータ読出」などがあります。
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6.2.4 本体動作設定

設定メニューの「本体動作」をクリックすると表示される画面です。

名称（初期値） 内容

装置情報

（000000）

DMA-T2Xを複数台お持ちの場合、対象装置を識別（切り分け管理）するための情報

をパラメータとして登録しておくことができます。

※本情報は DMA-T2Xから通報されるイベントメールの本文 1行目に記載されます。

パラメータバージョン

（0000）

パラメータを示す番号でメモとしてご利用ください。

※ご利用がなければ、初期値をそのままご使用ください。

※本情報は DMA-T2Xから通報されるイベントメールに記載されません。

通報過多ロック解除

（24時間経過で解除）

通報過多検出された場合の解除方法を設定します。

※通報過多検出を利用しない場合は、初期値をそのままご使用ください。

【通報過多検出について】

・ 一定時間内に一定回数分の入力変化（接点／アナログ）通報を行った場合に、通報過多状態発生と判断し、「当

該 chの入力変化の監視機能」を一時的に停止（ロック）させる機能です。

・ 上記の停止状態は、「自動復帰時間経過」「テストキー操作」「電源 OFF」によって解除されます。
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6.2.4.1 時刻補正設定

設定メニューの「時刻補正」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2Xの時刻補正の実施条件（実施の有無、実施間隔）を設定します。

（※DMA-T2Xが起動した際の時刻取得は、本設定に関係なく実施します。）

特別な理由がなければ、設定値は画面のまま（15日）にしてください。
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6.2.4.2 停電／復電通報設定

設定メニューの「停電／復電通報」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2Xの停電時、および復電（停電からの復旧）時の動作を設定します。

（※DMA-T2Xは停電動作用の電池を内蔵しており、停電動作後にシャットダウンします。）

名称（初期値） 内容

停電検出タイマ

（１秒）

DMA-T2Xへの電源供給が途絶えた際、停電状態発生と判断するまでの時間を設定

します。

※必要に合わせて値を設定してください。

停電通報実施選択

（通報しない）

停電と判断した際に停電イベントを通報するかどうか選択します。

※必要に合わせて値を設定してください。

復電検出タイマ

（１秒）

停電と判断した後にDMA-T2Xへの電源供給が再開した際、復電（停電からの復旧）

状態発生と判断するまでの時間を設定します。

※必要に合わせて値を設定してください。

復電通報実施選択

（通報しない）

復電と判断した際に復電イベントを通報するかどうか選択します。

※停電イベントを検出（通報）しない場合、復電イベントは通報されません。

※必要に合わせて値を設定してください。
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6.2.4.2.1 停電通報送信設定

設定メニューの「停電通報送信」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2X が停電イベントとして通報（送信）する際の「件名」「本文メッセージ」「送信先アドレス」を設定します。（※

「件名」内容はメールのヘッダ（Subject）に記載します。）

名称（初期値） 内容

件名（SUBPDW）
停電イベント通報の件名に記載される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 10文字、半角 20文字以内に設定してください。

本文メッセージ（空白）
停電イベント通報の本文に付加される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 32文字、半角 64文字以内に設定してください。

送信先アドレス（選択なし）

停電イベント通報の送信先アドレス（Max10件）を選択します。

※登録した番号を選択してご利用ください。

※未登録の番号を選択した場合、その番号には送信されません。
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6.2.4.2.2 復電通報送信設定

設定メニューの「復電通報送信」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2Xが復電（停電からの復旧）イベントとして通報（送信）する際の「件名」「本文メッセージ」「送信先アドレス」を

設定します。

（※「件名」内容はメールのヘッダ（Subject）に記載します。）

名称（初期値） 内容

件名（SUBPUP）
復電イベント通報の件名に記載される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 10文字、半角 20文字以内に設定してください。

本文メッセージ（空白）
復電イベント通報の本文に付加される内容を設定します。

※設定したい場合、全角 32文字、半角 64文字以内に設定してください。

送信先アドレス（選択なし）

復電イベント通報の送信先アドレス（Max10件）を選択します。

※登録した番号を選択してご利用ください。

※未登録の番号を選択した場合、その番号には送信されません。
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6.2.4.3 定期通報設定

設定メニューの「定期通報設定」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2Xから一定周期ごとに送信する定期通報イベントの設定を行います。

名称（初期値） 内容

定期通報 A

（送信しない）

定期通報 A（本文に現在入力値情報を格納）の送信間隔を設定します。

「▼」マークをクリックして表示されるリスト（下記）の中から送信条件を選

択した後、日時を入力します。

※必要に合わせて値を設定してください。

定期通報 B

（送信しない）

定期通報 B（本文に現在入力値情報を格納）の送信間隔を設定します。

※設定方法は定期通報 A と同じです。

※必要に合わせて値を設定してください。

アナログ入力値ログ保存間隔

（保存しない）

定期通報 Bの本文に送信されるデータの保存間隔を設定します。

※必要に合わせて値を設定してください。
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6.2.4.3.1.1 定期通報 A送信設定

設定メニューの「定期通報 A送信」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2Xが定期通報 A イベントとして通報（送信）する際の「件名」「本文メッセージ」「送信先アドレス」を設定します。

（※「件名」内容はメールのヘッダ（Subject）に記載します。）

名称（初期値） 内容

件名（SUBTMA）
定期通報 Aの件名に記載される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 10文字、半角 20文字以内に設定してください。

本文メッセージ（空白）
定期通報 Aの本文に付加される内容を設定します。

※設定したい場合、全角 32文字、半角 64文字以内に設定してください。

送信先アドレス（選択なし）

定期通報 Aの送信先アドレス（Max10件）を選択します。

※登録した番号を選択してご利用ください。

※未登録の番号を選択した場合、その番号には送信されません。
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6.2.4.3.1.2 定期通報 B送信設定

設定メニューの「定期通報 B送信」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2Xが定期通報 Bイベントとして通報（送信）する際の「件名」「送信先アドレス」を設定します。

（※「件名」内容はメールのヘッダ（Subject）に記載します。なお、期通報 Bイベントにおいては「本文メッセージ」の設定

ができませんのでご注意ください。）

名称（初期値） 内容

件名（SUBTMB）
定期通報 Bの件名に記載される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 10文字、半角 20文字以内に設定してください。

送信先アドレス（選択なし）

定期通報 Bの送信先アドレス（Max10件）を選択します。

※登録した番号を選択してご利用ください。

※未登録の番号を選択した場合、その番号には送信されません。
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6.2.4.4 テスト送信設定

設定メニューの「テスト送信」をクリックすると表示される画面です。

 DMA-T2Xがテスト送信として通報（送信）する際の「件名」「本文メッセージ」「送信先アドレス」を設定します。

（※「件名」内容はメールのヘッダ（Subject）に記載します。）

名称（初期値） 内容

件名（SUBSW）
テスト送信の件名に記載される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 10文字、半角 20文字以内に設定してください。

本文メッセージ（空白）
テスト送信の本文に付加される内容を設定します。

※設定したい場合、全角 32文字、半角 64文字以内に設定してください。

送信先アドレス（すべて選択）

テスト送信の送信先アドレス（Max10件）を選択します。

※テスト送信であるためすべてを選択しています。

※変更したい場合、チェックボックスを選択しなおしてください。

※未登録の番号を選択した場合、その番号には送信されません。
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6.2.5 接点入力設定

設定メニューの「接点入力」をクリックすると表示される画面です。

設定済みの接点入力動作に関する一覧表を表示します。
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6.2.5.1 DI動作設定

設定メニューの「DI01動作」から「DI10動作」の何れかをクリックすると表示される画面です。

DMA-T2Xの接点入力の検出条件や通報条件に関する設定を行ないます。

名称（初期値） 内容

計測項目情報

（空白）

イベント通報時の本文に付加される名称を設定します。

※設定したい場合、全角 8文字、半角 16文字以内に設定してください。

他入力情報送信

（該当入力のみ送信）

この接点入力のイベントを通報する際、「アナログ入力情報」、および「他 Ch の

接点入力情報」を一緒に本文に付加するかどうかを選択します。

※必要に合わせて値を設定してください。

検出タイマ

（ON検出 １秒）

（OFF検出 １秒）

接点入力発生（接点が短絡、もしくは開放）時に「ON」もしくは「OFF」と判断する

までの時間を設定します。

※入力タイプが「パルス入力」の場合、検出タイマの下限は「0秒」になります。

※必要に合わせて値を設定してください。

入力タイプ

（接点入力）

接点入力、またはパルス入力を選択します。

「パルス入力」の場合、接点が「OFF」から「ON」に変化したタイミングで、パルス

入力カウントが加算されます。

※必要に合わせて選択してください。

入力論理選択

（正論理）

入力タイプが「接点入力」の場合の論理を選択します。

「正論理（a接）」では、接点が短絡時に ONになります。

「負論理（b接）」では、接点が開放時に ONになります。

※入力タイプが「パルス入力」の場合、正論理（a接）に固定されます。

※必要に合わせて選択してください。
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名称（初期値） 内容

通報条件

（ON、OFF時とも通報する）

入力タイプが「接点入力」の時、接点状態が変化した際のイベント通報を実施す

るかどうかを選択します。

※必要に合わせて選択してください。

リピート送信

（ON時、OFF時）

（送信しない）

入力タイプが「接点入力」の時、「ON時」のイベント通報後、「ON」状態が一定時

間継続した際にイベント通報を再送信するかどうか設定します。

※必要に合わせて選択してください。必要がなければそのままにしてください。

通報過多ロック

（無効）

入力タイプが「接点入力」の時、「ON時」、もしくは「OFF時」のイベント通報が一

定時間以内に一定回数以上送信された場合、通報停止状態（通報過多ロック状

態）にするかどうか設定します。

※必要に合わせて選択してください。必要がなければそのままの設定にします。
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6.2.5.1.1.1 DI送信設定

設定メニューの「DI01送信」から「DI10送信」をクリックすると表示される画面です。

DMA-T2Xの接点入力状態に応じて発生する各イベント（ON時、OFF時）通報時の「件名」「本文メッセージ」「送信

先アドレス」を設定します。

名称（初期値） 内容

件名

（SUBON*）

（SUBOFF*）

※*は 01~10の CH番号です

DI送信の件名に記載される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 10文字、半角 20文字以内に設定してください。

本文メッセージ（空白）
DI送信の本文に付加される内容を設定します。

※設定したい場合、全角 32文字、半角 64文字以内に設定してください。

送信先アドレス（選択なし）

D送信 Iの送信先アドレス（Max10件）を選択します。

※登録した番号を選択してご利用ください。

※未登録の番号を選択した場合、その番号には送信されません。
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6.2.6 アナログ入力設定

設定メニューの「アナログ入力」をクリックすると表示される画面です。

設定済みのアナログ入力動作に関する一覧表を表示します。
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6.2.6.1 AI動作設定

設定メニューの「AI01動作」から「AI04動作」をクリックすると表示される画面です。

DMA-T2Xのアナログ入力の検出条件や通報条件に関する設定を行ないます。

名称（初期値） 内容

計測レンジ選択

（「0～20mA／0～

5V」）

アナログ入力電圧・電流の入力範囲を「0～20mA／0～5V」、もしくは「4～

20mA／1～5V」から選択します。

※必要に合わせて設定してください。

計測項目情報

（空白）

イベント通報時の本文に付加される名称と単位を設定します。

※設定したい場合、全角 8文字、半角 16文字以内に設定してください。

他入力情報送信

（該当入力のみ送信）

このアナログ入力のイベントを通報する際、「接点入力情報」、および「他 Chの

アナログ入力情報」を一緒に本文に付加するかどうかを選択します。

※必要に合わせて設定してください。

検出タイマ

（異常検出 0秒）

（復帰検出 0秒）

アナログ入力値が閾値を越えた、もしくは復帰値を越えた時に「異常」、もしく

は「復帰」と判断するまでの時間を設定します。

※0秒は即時の検出となります。

※必要に合わせて設定してください。
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名称（初期値） 内容

オフセット

（0）

10bitのアナログ入力（A/D 値＝0～1023）範囲に対し、工業値としてスケール

変換する際の下限範囲値を設定します。

※「-」(マイナス)、「.」(小数点)、「0～9」(数字)のみ使用可能です。

※ご使用されるセンサーの測定範囲（MIN値）に合わせて設定してください

フルスケール

（0）

10bitのアナログ入力（A/D 値＝0～1023）範囲に対し、工業値としてスケール

変換する際の上限範囲値を設定します。

※この項目の小数点以下の桁数が、スケール変換後のデータの小数点以下

の桁数になります。

※「-」(マイナス)、「.」(小数点)、「0～9」(数字)のみ使用可能です。

※ご使用されるセンサーの測定範囲（MAX値）に合わせて設定してください

閾値

（999）※上上限

（600）※上限

（300）※下限

（200）※下下限

変換後のアナログ入力値に対する閾値を設定します。

通報条件の設定に応じて、入力値が閾値を超過した時、もしくは閾値以下に

なった時にアナログ入力異常イベントを検出して、通報します。

※「上上限閾値≧上限閾値≧下限閾値≧下下限閾値」、および「オフセット≦

閾値≦フルスケール」になるように設定してください。

※「-」(マイナス)、「.」(小数点)、「0～9」(数字)のみ使用可能です。

※通報したいレベルに合わせて設定してください

復帰値

（999）※上上限

（600）※上限

（300）※下限

（200）※下下限

アナログ入力異常イベント通報後、同じレベルの異常イベントを再検出するた

めの復帰値を設定します。

※復帰を検出するまでは、閾値をオーバーしても異常イベントとして検出しま

せん。

※「上上限復帰値≧上限復帰値≧下限復帰値≧下下限復帰値」、および「オ

フセット≦復帰値≦フルスケール」になるように設定してください。

※通報したいレベルに合わせて設定してください

通報条件

（通報しない）

アナログ入力値が変化した際のイベント通報を実施するかどうかを選択しま

す。

※通報したい項目を設定してください。

※通報したくない項目はそのままにしてください。

通報過多ロック

（無効）

「異常時」、もしくは「復帰時」のイベント通報が一定時間以内に一定回数以上

送信された場合、通報停止状態（通報過多ロック状態）にするかどうか設定し

ます。

※ロック状態の解除条件は本体動作設定で設定します。

※本機能を利用しない場合はそのままにしてください。
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6.2.6.1.1 AI送信設定

設定メニューの「AI01送信」から「AI04送信」をクリックすると表示される画面です。

DMA-T2Xのアナログ入力状態に応じて発生する各イベント通報時の「件名」「本文メッセージ」「送信先アドレス」を

設定します。

名称（初期値） 内容

件名

（SUBADHHON*）※上上限異常

（SUBADHHOFF*）※上上限復帰

（SUBADHON*）※上限異常

（SUBADHOFF*）※上限復帰

（SUBADLON*）※下限異常

（SUBADLOFF*）※下限復帰

（SUBADLLON*）※下下限異常

（SUBADLLOFF*）※下下限復帰

※*は 01~04の CH番号です

AI送信の件名に記載される内容を設定します。

※変更したい場合、全角 10文字、半角20文字以内に設定してください。

本文メッセージ（空白）
AI送信の本文に付加される内容を設定します。

※設定したい場合、全角 32文字、半角64文字以内に設定してください。

送信先アドレス（選択なし）

AI送信の送信先アドレス（Max10件）を選択します。

※登録した番号を選択してご利用ください。

※未登録の番号を選択した場合、その番号には送信されません。
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6.3 メンテナンスメニュー

本ソフトは、「パラメータの読み書き」機能以外にも、DMA-T2Xの運用時に役立つ各種メンテナンス操作用の機能を有して

います。

 メニューバーにある「メンテナンス」をクリックすると、利用できるメンテナンス機能の一覧（メンテナンスメニュー）が表示され

ます。

 各メンテナンス機能の内容について、「6.3.1」～「6.3.9」項で説明します。
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6.3.1 現在入力値読み込み

メンテナンスメニューの「現在入力値読み込み」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 DMA-T2Xから以下の情報を読み込んで表示します。

・ 日時情報

・ 接点入力状態

・ リレー現在状態

・ パルスカウント積算値

・ パルスカウント累積値

・ アナログ入力値

・ DMA-T2Xの動作モード（システムモード）

・ システム監視情報（SV情報）

 この画面を開いている間は、5秒ごとに現在入力値を再読み込みして表示情報を更新します。

（※再読み込み中は「閉じる」ボタンが無効になりますので、画面を閉じる際はご注意ください。）
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6.3.2 システムログ読み込み

メンテナンスメニューの「システムログ読み込み」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 DMA-T2Xから読み込んだ動作履歴（ログ情報）を表示します。

（最大 100件分の動作履歴を、ログ保存された順に表示します。）

 「DMA-T2Xの内蔵時計が設定（補正）できていない状態」もしくは「DMA-T2Xの起動直後」に履歴登録された場合、

日時情報が「00日 00:00」となります。

 「ファイル保存」ボタンを押すと、表示されている動作履歴内容を csv ファイルに保存できます。
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6.3.3 日時情報設定

メンテナンスメニューの「日時情報設定」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 設定する日時として「パソコンの日時（時計） ⇔ 入力した日時（任意の日時）」の何れかを選択して「設定」ボタンを押

すと、DMA-T2Xの時計（内蔵の時計 IC）に時刻を書き込みできます。

 ご購入いただいた直後の DMA-T2Xは、内蔵の時計 ICに時刻が設定されておりません。

そのため、本機能を用いて時計 ICの初期設定を行うようにしてください。

（パラメータ設定いただく際に、DMA-T2Xの時計についても設定してください。）

 時計の初期設定を実施せずに DMA-T2X を通常起動した場合は、起動後に時計 IC（RTC）のバックアップ異常が

検出されます。

なお、通常起動後に監視状態へ移行する前に「自動的に時刻情報を取得して時計 ICを補正」しますので、上記の

バックアップ異常状態は自動的に解消されます。
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6.3.4 パラメータ初期化

メンテナンスメニューの「パラメータ初期化」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 「はい」をクリックすると、DMA-T2X内の登録済みパラメータが工場出荷時の内容に戻ります。

 本操作は、「4項」にある手順で DMA-T2X を起動させている状態（設定用のモード）でのみ利用できます。

 パラメータを初期化すると、「パルスカウント情報」「システムログ情報」についてもクリアされます。

 なお、DMA-T2Xは工場出荷時のパラメータ状態では正しく動作しません。

通常起動させて運用（監視）する前に、新たな動作条件用パラメータを再設定してください。
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6.3.5 パルス入力カウント変更

メンテナンスメニューの「パルス入力カウント変更」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 DMA-T2Xがパラメータ設定モード（「TEST（テスト）」キーを押しながら電源投入）の場合に、本機能を利用で

きます。

 入力タイプが「パルス入力」に設定された接点入力 Ch（DI01～DI10）の初期値（起動時の積算カウント値、お

よび累積カウント値）を変更できます。
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6.3.6 本体再起動

メンテナンスメニューの「本体再起動」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 「はい」をクリックすると、DMA-T2Xが再起動します。（シャットダウン処理を実施してから再起動）

※内蔵通信モジュールの電源が入っている場合は、電源 OFF してからシャットダウンします。

その後、自動的に再起動します。
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6.3.7 moperaU登録変更モードの設定

DMA-T2Xの機器状態（CONDITIONS）LEDが橙色に 0.5秒間隔で点滅している事を確認したら、

画面の上部にあるメニューバー「メンテナンス（M）」＞「moperaU登録変更」をクリックします。

機器状態（CONDITIONS）LEDが橙色に 0.5秒間隔で点滅している事が確認できない状態で

「moperaU登録変更」をクリックすると「moperaU登録変更」が失敗するので、ご注意ください。

moperaU登録変更モードの起動確認画面が現れます。

確認ができれば「はい」をクリックします。

「はい」がクリックされると、moperaU登録変更モードを起動します。
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何らかの異常が起きた場合、数秒後に moperaU登録変更モードの起動が失敗します。

異常の種類によって画面が違います。

異常発生時の対処方法は画面に表示されるメッセージをご参照ください。

なにも異常が起きていなければ、DMA-T2Xの機器状態（CONDITIONS）LEDが橙色に 0.1秒間隔で点滅します。

これで DMA-T2Xが moperaU登録変更モードに入りました。

moperaU登録変更モードに入った直後に設定ソフトが自動的に「APN設定」を行います。
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異常の場合は数秒後に「APN設定が失敗しました」の異常画面が現れます。

異常発生時の対処方法は画面に表示されるメッセージをご参照ください。

「APN設定」に異常がなければ、数秒後に moperaU登録変更モードの起動が成功します。

既に moperaU登録変更モードに入った状態で再び「moperaU登録変更」をクリックすると再度「APN設定」が行われま

す。
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6.3.8 本体 FWバージョンアップ

本体ファームウェア更新が行う前に必要に応じて DMA-T2Xのパラメータを読み出して保存し、本体ファームウェア更新

が完了後には、DMA-T2Xを「パラメータ初期化 ※6.3.4」してから、保存したパラメータをDMA-T2Xに書き込んでください。

DMA-T2Xの本体ファームウェアを新しい Versionへと更新する場合、本機能を使用します。

更新用のファームウェアデータは、当社ホームページ「http://www.haneron.com/」よりご提供します。

メンテナンスメニューの「本体 FWバージョンアップ」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 「ファイル選択」ボタンを押し、更新用のファームウェアデータファイルを選択します。

 「バージョンアップ実行」ボタンを押すと、DMA-T2Xの本体ファームウェア更新が開始されます。

（※ファームウェア更新によって RAMに保存してあるデータがクリアされます）

【注意事項】

 当社から提供しているファームウェアデータファイル以外を使用された場合、製品（DMA-T2X）は当社の保証対象

外となります。

 ファームウェア更新中はすべての LED（電波状態 LEDが 2個、機器状態 LEDが 1個、入力状態 LEDが 10個 ）

が全点灯状態となります。

（※ファームウェア更新中であることをご確認いただけます。）

 ファームウェアの更新中は、DMA-T2Xへの電源供給を切らないでください。

（※DMA-T2Xが動作できない状態となり、修理が必要になる可能性があります。）

 ソフトウェア更新が完了しますと、バージョンアップ完了を示すメッセージが表示されます。

完了メッセージの表示を確認してから、DMA-T2Xへの電源供給を切ってください。

（※DMA-T2Xは、電源の供給が切られるまで、動作を停止した状態となります。）

 上記の操作で DMA-T2Xの電源を OFF した後、再度 DMA-T2X を起動（電源供給）し、ファームウェアの Version

を確認してください。（正しく更新されていることを確認してください。）

DMA-T2Xからのパラメータ読み込み操作によって、ファームウェア Versionを確認できます。

 意図しない状況が発生するなどして DMA-T2X が正常に起動しない状態に陥った場合、当社に修理依頼

（DMA-T2Xをご送付）していただく必要があります。

http://www.haneron.com/
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6.3.9 UIMカード電話番号読み込み

メンテナンスメニューの「UIM カード電話番号読み込み」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

 「はい」ボタンを押すと、UIM カードの電話番号を読み出して表示します。

 UIMカードを装着していない状態でDMA-T2Xを起動させた場合に読み込みすると失敗（「Do not read tel no.」）します。
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